
 
 
  

 

 

 

１ 日 時  平成 29 年 11 月 24 日（金） 

２ 学 年  第１学年１組 32 名  ２組 32 名 

３ 単元について 

【単元観】 【児童観】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教材の特性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【育てたい資質・能力】 

観
点 

内   容 定着率 

読
む
（
既
習
事
項
） 

○「だれが何をしたのか」を読み

取ることができる。 

約 87％ 

 

書
く
・
対
話
す
る 

○自分の考えをもち，理由を付け

て表現することができる。 

約 93％ 

【アンケート】 

○ペアやグループの友達と意見

を交流することができる。 

○クラス全体の中で自分の考え

を交流することができる。 

○友達の意見を自分の意見を広

げたり，深めたりすることに活

かすことができる。 

 

約 88％ 

 

約 93％ 

 

約 57％ 

分 
 

析 

 これまでの学習で，人物がしたことを読み

取ることが概ねできるようになってきた。今

後は，行動や会話に着目して想像を広げて読

む力をつけていく必要がある。 

 ペアやグループ，全体と様々な形態で考え

を交流する場を設けてきたことで，進んで自

分の考えを伝えようとする前向きな姿勢が多

く見られるようになった。また，理由を付け

て意見を述べることができるようになった。 

 しかし，友達の意見を共感的に受容するこ

とはまだ難しい。ペアトークを意図的に取り

入れ，友達の意見を聴く力を付けていく必要

がある。 

知識・技能 中心人物の行動に着目して，人物の様子や気持ちを想像する読み方の理解 

思考・判断・表現 各場面で想像した中心人物の様子や気持ちを関連付ける力 

主体的に学習に

取り組む態度 

自分の思いを表現したり，他者の思いに共感したりする態度 

国語科学習指導案     【第１学年１組・２組】 

スイミー日記をかこう！「ぼくたちはスイミー！！」 

「スイミー」  レオ・レオニ 文 

指導者 沖埜 卓美（１組） 稲垣 綾乃（２組） 

本単元は，学習指導要領解説国語編第１学年

及び第２学年「Ｃ読むこと」の目標（３）「書

かれている事柄の順序や場面の様子などに気

付いたり，想像を広げたりしながら読む能力を

身に付けさせるとともに，楽しんで読書をしよ

うとする態度を育てる。」を受け，指導事項ウ

「場面の様子について，登場人物の行動を中心

に想像を広げながら読むこと。」を中心に指導

していく。本単元では中心人物の行動から想像

を広げて，様子を読む能力を育むことをねらい

とした。 

本教材は，小さな赤い魚の兄弟たちと楽しく

暮らしていたスイミーが，まぐろに襲われ，仲

間を失ってしまった恐怖や孤独を味わいなが

らも，海の中ですばらしいものを見つけること

を通して元気を取り戻し，最後は新たな仲間と

知恵を振り絞って，大きな魚を追い出すという

物語である。 
この教材の特性は３点ある。１点目は，中心

人物を捉えやすく，行動や会話に着目すること

で，同化しながら読めること，２点目は，一文

が短く，言葉の響きやリズムがよいため，語句

のまとまりが捉えやすく，音読に適しているこ

と，３点目は，多彩な比喩表現を用いて示され，

場面の様子が想像しやすいことである。特に，

１点目の特性を活かすことで，中心人物に同化

しながら想像を広げて読む力を育てることの

できる教材である。 



【指導観】 

単元について 一時間ごとの授業について 

○単元を通して，「スイミー日記」を書くという

活動を設定する。具体的には，毎時間の授業の

中でスイミーに同化し，読み取ったことを基に

日記をつけていくようにする。それぞれの時間

に書いた日記を単元の最後に全部まとめて一

冊の「スイミー日記」として完成させ，別のク

ラスの友達と保護者に紹介する。 

○三次では，書きためた「スイミー日記」を振り

返りながらスイミーに手紙を書く。その活動を

通して，読み取ったことを活用し，自分の考え

を表現する力を高めていくようにする。 

○海の中を感じられるように教室掲示を工夫す

ることで，中心人物により同化しやすいように

する。 

○「スイミーだったら，どのように言うか。」等

のスイミーになりきって考える発問を積極的

に行い，児童がスイミーの様子や気持ちを想

像することができるようにしていく。 

○明るい気持ちを赤,暗い気持ちを青にした「気

もちカード」を使って,各場面のスイミーの気

持ちの変化を比較しやすいようにする。 

○自分の考えを明確にするために，日記の中に

スイミーの吹き出しを書けるようにしてお

く。 

○ペアトークを積極的に取り入れ、友達の意見

を聞いて共感したり，新しい考えに気付いた

りできるようにしていく。 

【他学年との関連】 

 

 

             

 

 

 

                          

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元の指導目標  

○中心人物になりきって日記を書くという活動に，意欲的に取り組もうとしている。 

（国語への関心・意欲・態度） 

◎中心人物の行動や会話に着目し，想像を広げながら読むことができる。      （読むことウ） 

○言葉には，意味による語句のまとまりがあることに気付くことができる。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ（ウ）） 

「お手紙」 

○人物がしたことの順序や

そのときの様子に気を付

けて読む 

「おおきなかぶ」 

○場面の様子と登場人物

の様子を想像しながら

楽しんで読む 

第１学年 第２学年 

「サラダでげんき」 
○物語に出てくる人物と，

その人物の行動に注意し

て読む 

「おとうとねずみチロ」 
○登場人物の好きなところ

を紹介する 

「スイミー」 
○登場人物の行動や会話

を中心に想像を広げな

がら読む 

幼稚園 

「言葉の獲得に関する

領域」言葉 

内容（９）絵本や物語

などに親しみ，興味

をもって聞き，想像

をする楽しさを味わ

う 



５ 単元の評価規準  

国語への 
関心･意欲･態度 

読む能力 
言語についての 
知識・理解・技能 

中心人物の行動や会話につい

て想像を広げながら読み，スイ

ミー日記に書こうとしている。 

中心人物の行動や会話に着目

し，中心人物の様子や気持ちに

ついて想像を広げながら読んで

いる。（ウ） 

言葉には，意味による語句の

まとまりがあることに気付いて

文や文章を読んでいる。 

（イ（ウ）） 

 

６ 単元のＧＯＡＬ 

パフォーマンス

課題 

 スイミーの行動や会話から様子や気持ちを想像して読み，スイミーに起こった出来事

やその時の気持ちをスイミー日記に書いて，保護者や別のクラスの友達に物語のすてき

なところを伝えよう。 

評 

価 

規 

準 

Ａ Ｂ Ｃ 

中心人物の行動や会話について，

物語全体と関連付けて，中心人物の

気持ちを想像し，日記に書き表して

いる。 

中心人物の行動や会話から

中心人物の気持ちを想像し，日

記に書き表している。  

 中心人物の行

動や会話を意識

せず，日記を書

いている。 

〔パフォーマンスモデル〕（Ｂ規準） 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎
時
間
書
き
た
め
る
ス
イ
ミ
ー
日
記 

三
次
で
書
く
ス
イ
ミ
ー
へ
の
手
紙 



７ 単元の指導計画（全９時間扱い） 

次 学習活動（時数） 
評  価 

関 読 言 評価規準 評価方法 

一 

・初発の感想を交流し，スイ

ミー日記を書く見通しを

立てる。      （１） 

○   ・物語を読むことに興味をもち，登

場人物や場の設定を読み取り，感

想を交流している。 

観察 

発言 

ノート 

・挿し絵の並び替えをし，お

話の大体をとらえる。（１） 

 ◎  

 

○ 

・物語の大まかな内容をとらえてい

る。 

・言葉の意味や，語句のまとまりに

気付いている。 

観察 

発言 

ノート 

二 

・スイミーが仲間たちと楽し

く暮らしている様子を読

み取り，日記に書く。（１） 

 ○  ・中心人物の特徴をとらえ，仲間た

ちと楽しく暮らしている様子を読

み，日記に書いている。 

観察 

発言 

ノート 

・まぐろに襲われた時のスイ

ミーの様子を読み取り，日

記に書く。 

（１） 

 ○  ・楽しく暮らしていた時と独りぼっ

ちになった時を比べることで，中

心人物の様子を読み，日記に書い

ている。 

観察 

発言 

日記 

・ひとりになったスイミーが

海の仲間に出会い，だんだ

ん元気を取り戻していく

様子を読み取り，日記に書

く。   【１組本時】（１） 

 ○  
 
 
 
 

・ひとりぼっちのスイミーが，くら

げやいせえび，見たこともない魚

たちなどを見て，少しずつ元気を

取り戻していく様子を読み，日記

に書き表している。 

観察 

発言 

日記 

・スイミーとそっくりの兄弟

に出会い，いろいろ考えて

いる様子を読み取り，日記

に書く。     （１） 

 ○  
 

・スイミーと小さな魚たちの行動や

会話から，これからどのようにし

ていくかを考えている様子を読

み，日記に書いている。 

観察 

発言 

日記 

 

・大きな魚を追い出したスイ

ミーの様子を読み取り，日

記に書く。【２組本時】（１） 

 ○  ・みんなで力を合わせて大きな魚を

追い出したスイミーの様子から想

像を広げ，日記に書き表している。 

観察 

発言 

日記 

三 
・スイミーへの手紙を書き加

えてまとめ，自分の作品や

友達の作品を見合い，単元

で付いた力を振り返る。  

（２） 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

・スイミーの行動や会話から想像し

たことを基に，スイミーへの手紙

を書いている。 

・友達と自分の想像したことを比べ

その良さを見つけている。 

観察 

日記 

 

 

 

 

【評価問題】（読み・書きの技能） 

「ゆうだち」森山 京（光村図書 1 年 平成 23 年度版） 

○うさぎの子はたぬきの子に最後に何と言ったか考えて，吹き出しに書きましょう。どうしてそ 

の吹き出しを考えたかも書きましょう。  

（解答例）「たぬきさん，ごめんね。いっしょにあそぼうよ。」 

     あめがやんだあと，２ひきがてをつないではしりだしたので，なかなおりをしたとお

もったからです。 



８－１ 本時の展開（１組） 

（１）本時の目標（第５時/全９時） 

海の生き物に出会ったときのスイミーの気持ちを考えることを通して，中心人物の様子につい

て想像を広げて読み，まとめることができる。 

（２）評価規準 

   独りぼっちのスイミーが，くらげやいせえび，見たこともない魚たちなどを見て，少しずつ元

気を取り戻していく様子を読み，日記に書き表している。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）本時の学習展開                    

学習活動 

◆指導内容 

○主な発問や指示 

・予想される児童の反応 

◇指導上の留意点 

◎評価（評価方法） 

１ 前時の学習を想起

し，本時のめあてを

つくる。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本文を音読し，海

の生き物を想像す

る。 

 

 

 

 

 

３ おもしろいものを

見たスイミーが言っ

た台詞を考える。 

○前の時間の日記を紹介してください。 

・おそろしいまぐろがきて，仲間をみんなの

みこんでしまいました。ぼくはひとりぼっ

ちになってしまいました。 

・ひとりぼっちになって，とてもさびしいよ。 

○このままずっとさびしいのかな。 

・元気を取り戻していきます。 

 

 

 

○どんな海の生き物に会いましたか。 

・にじいろのゼリーのようなくらげ。 

・水中ブルドーザーみたいないせえび。 

・みたこともないさかなたち。 

・ながいうなぎ。 

・ももいろのやしの木みたいないそぎんちゃ

く。 

 

○このような生き物を見たら，どの生き物に

何と声をかけるだろう。 

・きれいなくらげだね。プルプルしていてお

いしそう。（関連付ける） 
・かっこいいいせえびだね。大きくてびっく

りしたよ。（関連付ける） 
・海には，こんなにおもしろいものがいたな

んて初めて知ったよ。わくわくしたよ。(関

連付ける) 

◇日記を読んで前時まで

の学習を振り返り，ひと

りぼっちになってしま

ったことをおさえる。 

◇スイミーの気持ちの変

化が分かりやすいよう

に，「きもちカード」で 

 表す。 

 

 

◇比喩を根拠に，どのよう

な生き物なのかを想像

させていく。 

◇板書から「すばらしい」

「おもしろい」生き物で

あったことを捉えられ

るようにしておく。 

 

◇児童のつぶやきを拾い

ながら，楽しい雰囲気で

想像させる。 

◇スイミーが様々な生き

物に出会うことで，心が

前向きになっているこ

とに気付かせていく。 

本時で目指す子どもの姿（本時の goal） 

・今日は，海のおもしろい生き物に会いました。ぼくは独りぼっちでさびしかったけれど，元気

がでてきたよ。 

・今日は，海の生き物に会いました。見たこともないおもしろい生き物だったから，楽しい気持

ちになって少し元気になったよ。 

どうやってげん気をとりもどしていったのかな。 



４ １の場面と同じく

らい元気になったの

かを考える。 

 

 

 

 

 

 

５ 今日の学習を振り

返り，元気を取り戻

した時のスイミー日

記を書く。 

◆人物の行動に着目

し，想像を広げて読

む 

 

 

 

 

 

６ 振り返りをする。  

  

 

７ 次時の学習を見通

す。 

 

○前と同じくらい元気になりましたか。 

・元気になりました。おもしろい生き物を見

て，楽しい気持ちになったからです。（比

較する・関連付ける） 

・元気になったけれど，前と同じくらいでは

ありません。同じ仲間がいないから，まだ

さびしい気持ちもあります。（比較する・

関連付ける） 

 

○今日の「スイミー日記」を書きましょう。 

・今日は，海のおもしろい生き物に会いまし

た。ぼくはひとりぼっちでさびしかったけ

れど，元気がでてきたよ。 

・今日は，海の生き物に会いました。見たこ

ともないおもしろい生き物だったから，楽

しい気持ちになって少し元気になったよ。 

 

 

 

 

 

○友達の発表を聞いて，「なるほど」や「い 

 いな」と思ったことはありますか。 

 

○次の時間は，スイミーとそっくりの小さ 

 なさかなをみつけた場面を考えていきま 

 しょう。 

◇ペアトークを取り入れ， 

 自分の考えと比べたり

友達の考えを受容的に

聞いたりすることがで

きるようにする。 

◇「きもちカード」使って，

考えの違いを視覚化す

る。 

 

◇日記を書く前に，今日は 

 どんな日だったのかを

考えることで学習を振

り返る。 

◎ひとりぼっちのスイミ

ーが，くらげやいせえ

び，見たこともない魚た

ちなどを見て，少しずつ

元気を取り戻していく

様子を読み，日記に書き

表している。 

  （観察，発言，日記） 

（４）板書計画 
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８－２ 本時の展開（２組） 

（１）本時の目標（第７時/全９時） 

   大きな魚を追い出したスイミーの気持ちを考えることを通して，中心人物の様子について

想像を広げて読み，まとめることができる。 

（２）評価規準 

みんなで力を合わせて大きな魚を追い出したスイミーの様子から想像を広げ，日記に書き表し

ている。 

 

 

 

 

 

  

 

（３）本時の学習展開  

学習活動 

◆指導内容 

○主な発問や指示 

・予想される児童の反応 

◇指導上の留意点 

◎評価（評価方法） 

１ 前時の学習場面を

振り返り，めあてを

つくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本文を音読し，１

匹の大きな魚みたい

に泳げるように練習

しているスイミーの

台詞を考える。 

 

 

 

 

○前の時間では，どのような日記を書きまし

たか。 

・今日は，ぼくの兄弟とそっくりの魚たちを

見つけたよ。面白いものをみんなにも見せ

てあげたいけど，まぐろが来たら怖いか

ら，どうしたらいいかなあ。 

 

○何かいい考えは思いつきましたか。 

・みんなで大きな魚のふりをして，まぐろを

追い出しました。 

 

 

 

○まずは，大きな魚になるために練習をして

いましたね。その時，赤い魚たちに何と声

をかけるだろう。 

・もっと前にくっついて。大きな魚に見えな

いよ。 

・自分の場所をしっかり守ってね。 

・すき間があいているよ。 遅れないように

ね。 

 

○なぜ最後まで諦めなかったのだろう。 

・大きな魚を追い出して，みんなとまた楽し 

く暮らしたいからです。（関連付ける） 

・いつまでも岩かげでじっとしていてもいけ 

ないし，もうまぐろに食べられたくないか 

らです。（関連付ける） 

◇何かいい方法はないか

いろいろ考えていた前

時の場面を振り返らせ

る。 

 

 

 

◇追い出すことは簡単だ

ったのかと問い返しな

がら，めあてにつなげて

いく。 

 

 

◇挿絵を用いて,１匹の大

きな魚になれるように

声をかけさせることで，

決して離れ離れになら

ないようにすることと，

持ち場を守ることを意

識させ，みんなで大きな

魚になる上での苦労を

考えさせていく。 

 

◇ペアトークを取り入れ，

自分の考えと比べたり

友達の考えを受容的に

聞いたりすることがで

きるようにする。 

本時で目指す子どもの姿（本時の goal） 

・今日は，赤い魚たちと力を合わせて，大きな魚を追い出したよ。これからも，みんなで力を合

わせたら，大丈夫だね。 
・今日は，大きな魚を追い出したよ。みんなで１匹の大きな魚に見えるようにするのは大変だっ

たけど，諦めなくてよかったな。これからは，またみんなで楽しく暮らそうね。 

大きなさかなをうまくおいだせたのは，なぜだろう。 



３ 大きな魚を追い出

した時のスイミーの

台詞を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の学習を振り

返り，大きな魚を追

い出した時のスイミ

ー日記を書く。 

◆人物の行動に着目

し，想像を広げて読

む 

 

５ 振り返りをする。 

 

 

６ 次時の学習を見通

す。 

○大きな魚を追い出した時，何と言うだろ

う。 

・やったね。みんなと力を合わせたから大き

な魚を追い出せたね。これからも，みんな

で力を合わせたら大丈夫だね。（関連付け

る） 

・みんなで大きな魚になれたぞ。ぼくだけ真

っ黒だったから，大きな魚の目になれたん

だ。真っ黒でよかったな。（関連付ける） 

 

○今日の「スイミー日記」を書きましょう。 

・今日は，赤い魚たちと力を合わせて，大き

な魚を追い出したよ。これからも，みんな

で力を合わせたら，大丈夫だね。 

 

 

 

 

○友達の発表を聞いて，「なるほど」や「い

いな」と思ったことはありますか。 

 

○これまで日記を書いてきて，いろんなこ

とがありましたね。スイミーにどんな声を

かけてあげたいですか。次の時間はスイミ

ーにお手紙を書きましょう。 

◇スイミーが赤い魚たち

と協力したことと，スイ

ミー自身が自分の良さ

に気付いて活かせたこ

とによって大きな魚を

追い出すことができた

ことをおさえる。 

 

 

 

◎みんなで力を合わせて

大きな魚を追い出した

スイミーの様子から想

像を広げ，日記に書き表

している。 

（観察，発言，日記） 

 

 

 

 

 

◇次時では，これまでの

「スイミー日記」を振り

返りながら，スイミーに

手紙を書くことを伝え

る。 

（４）板書計画 

 

 
ス
イ
ミ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

レ
オ
・
レ
オ
ニ 

○め 

大
き
な
さ
か
な
を
う
ま
く
お
い
だ
せ
た
の
は
、
な
ぜ
だ

ろ
う
。 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

す
き
ま
が
な
い
よ
う
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
い
だ
を
つ
め
て 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
な
じ
む
き
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
く
れ
な
い
よ
う
に 

  

・
も
う
ひ
と
り
は
い
や
。 

・
こ
の
ま
ま
で
は
お
な
じ
。 

・
み
ん
な
と
ず
っ
と
た
の
し
く
く
ら
し
た
い
。 

 

大
き
な
さ
か
な
を
お
い
だ
し
た
。 

・
や
っ
た
あ
！ 

あ
り
が
と
う
。 

・
み
ん
な
で
が
ん
ば
れ
て
う
れ
し
い
。 

・
あ
き
ら
め
な
く
て
よ
か
っ
た
。 

・
こ
れ
か
ら
は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。 

 

・
目
に
な
れ
た
。 

・
ま
っ
く
ろ
で
よ
か
っ
た
。 

・
ぼ
く
に
も
で
き
る
！ 

 
○ま 
ス
イ
ミ
ー
の
か
つ
や
く 

 
 

み
ん
な
の
き
ょ
う
り
ょ
く 

 

挿絵 

みんなで 

力をあわせた 

じぶんの 

よいところ 


